
月 火 水 木 金 土

午　前
（予約制）
9：00～12：30

1診 山西（内科） 山西（内科） 山西（内科） 山西（内科） 山西（内科） 山西（内科／第1・3・5週）

2診 大山（内科） 大山（内科） 大山（内科） 小林（整形
外科） 大山（内科） 池原（内科／第 2・ 4 週）

午　後
（予約制）
14：00～16：00

【往診】 【往診】
村上（内科禁煙）
【往診】 【往診】

休診 休診

夜　間
18：00～20：00

山西（内科） 休診 休診 大山（内科）
山西（内科）
大山
（内科／第4 週のみ）

休診

飾りつけの下でニッコリ（ほっこりサロン桜の径）

❖居宅介護支援事業所
❖通所リハビリテーション
❖訪問リハビリテーション
❖訪問看護ステーションにじ
❖訪問介護ステーション
❖配食サービス
❖健康づくり
❖介護予防運動教室

•  午前・午後診療は予約の方を優先させていただいています
•  夜間診療は予約制ではありません
•医療生協組合員さんを対象に、午前中のみ送迎サービスがございます

介護事業など医誠会診療所 診療体制表

駐車場が十分ありません。ご協力をお願いします。（午前のみ、自宅まで送迎サービスがあります。窓口で相談してください）

P. 2～ 5 第40回通常総代会
P. 6 特定健診＆がん検診
P. 8～ 9 イキイキ組合員活動紹介

お問い合わせ ☎ 921-0661

題字／蔡　東隆先生

No.201  2019. 9 . 1（隔月発行）
乙訓医療生活協同組合

ホームページhttp://www.otokuni-hcoop.com
Eメールinfo@otokuni-hcoop.com



「
第
40
回
通
常
総
代
会
」
は
、
６
月
16

日（
日
）医
誠
会
診
療
所
ホ
ー
ル
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
総
代
定
数
は
1
5
5
人
で
、

出
席
し
た
総
代
数
は
1
4
7
人（
本
人
出

席
76
人
・
委
任
状
出
席
９
人
・
書
面
出
席

62
人
）で
し
た
。

米
重
恭
子
常
務
理
事
の
開
会
宣
言
が
行

わ
れ
、
議
長
団
が
選
出
さ
れ
、
総
代
会
運

営
、
理
事
監
事
改
選
に
関
わ
る
役
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

体
調
不
良
の
た
め
欠
席
さ
れ
た
津
田
光

夫
理
事
長
か
ら
の
挨
拶
文
の
代
読
の
後
、

京
都
府
生
活
協
同
組
合
の
上
掛
利
博
会
長

理
事
、
京
都
民
主
医
療
機
関
連
合
会
の
松

田
貴
弘
事
務
局
長
よ
り
連
帯
の
挨
拶
を
受

け
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
か
ら
第
９
号
議
案
ま
で
、

第
６
号
議
案
の
「
役
員
選
挙
」
を
除
く
議

案
が
一
括
し
て
、
田
中
と
み
子
専
務
理
事

か
ら
報
告
・
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
の

審
議
に
移
り
、
12
人
の
総
代
と
４
人
の
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

�

２
向
支
部
　
三
宅
美
幸
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
新
た
な
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
人
数
、

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン
五

ノ
坪
の
字
句
、
資
本

明
細
書
、
活
動
予
定
表
、
Ｋ
Ｓ
Ｋ
、
預
り

金
、
当
期
末
処
分
剰
余
金
等
に
つ
い
て
の

質
問
。

　�

　

�

西
京
支
部
　
幸
ひ
ろ
子
総
代

　
安
田
元
副
理
事
長

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行

為
は
重
大
問
題
で
は

な
い
の
か
。
賠
償
金

入
金
処
理
が
「
預
り
金
」
は
何
故
か
。
第

５
号
議
案
の
表
題
修
正
を
要
望
。「
解
決

案
」
文
書
を
配
布
す
べ
し
。

　�

　

�

５
向
支
部
　
尾
林
　
隆
総
代

　
事
業
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な

提
案
を
し
な
い
と
目

標
達
成
は
難
し
い
の

で
は
な
い
か
。
4
１
0
万
円
の
賠
償
問
題

は
ケ
ジ
メ
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

　�

　

�

西
京
支
部
　
東
　
憲
一
総
代

　
数
字
の
修
正
意
見
。

安
田
副
理
事
長
辞
任

で
の
監
事
会
へ
の
質

問
。「
預
り
金
」
に

つ
い
て
。
第
５
号
議
案
の
表
題
の
修
正
意

見
。「
解
決
案
」文
書
配
布
し
て
ほ
し
い
等
。

　�

　

�

長
岡
京
支
部
　
二
階
堂
恵
子
総
代

　
講
演
会
や
脳
い
き

い
き
講
座
な
ど
を
通

し
て
少
し
ず
つ
市
民

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
て

い
る
。
長
岡
京
市
に
も
是
非
活
動
拠
点
と

で
き
れ
ば
事
業
も
行
っ
て
ほ
し
い
。

　�

　

�

向
陽
西
向
日
支
部
　
鈴
木
文
章
総
代

　
理
事
会
と
支
え
あ

い
の
会
の
懇
談
の
実

現
を
。
2
0
1
4
年

か
ら
論
議
し
、
現
在

70
人
が
支
援
者
登
録
。
多
く
の
組
合
員
が

活
動
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

　�

　

�

向
陽
東
向
日
支
部
　
山
本
朝
栄
総
代

　
長
年
の
取
り
組
み
で
待
た
れ
る
健
康
チ

ェ
ッ
ク
に
な
っ
て
き

た
。
今
年
は
７
回
が

目
標
。
ほ
っ
こ
り
レ

イ
ン
ボ
ー
は
、
参
加

者
が
主
人
公
と
な
る
取
り
組
み
を
実
施
。

　�

　

�

大
山
崎
支
部
　
池
田
廣
子
総
代

　「
棚
ぶ
ど
う
」
は

地
域
か
ら
認
め
ら
れ

て
き
て
お
り
、
近
隣

か
ら
の
男
性
の
参
加

者
も
増
え
て
い
る
。
移
動
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

介
護
予
防
運
動
教
室
も
人
気
で
、
社
協
と

の
連
携
も
あ
る
。

　�

　

�

向
陽
西
向
日
支
部
　
齊
藤
美
保
子
総
代

　
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
の
学
習
会
を
２

回
実
施
し
た
。
地
域

の
各
団
体
と
も
力
を

合
わ
せ
て
安
心
の
場
を
作
り
た
い
。
出
資

し
よ
う
と
思
え
る
お
ら
が
診
療
所
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

　�

　

�

長
岡
京
支
部
　
住
田
恵
照
総
代

　
組
合
員
の
期
待
も

大
き
く
多
世
代
型
の

活
動
拠
点
の
実
現
に

期
待
し
て
い
る
。
私

た
ち
は
、
お
金
は
無
い
が
協
働
の
力
が
あ

る
。
そ
れ
を
発
揮
し
て
医
師
の
確
保
等
も

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　�

　

�

職
員
　
大
野
善
子
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
昨
年
12
月
に
「
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
じ
」
を
開
設
。

医
師
と
連
携
し
、
一

人
ひ
と
り
、
そ
の
人
の
希
望
に
沿
っ
た
援

助
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　�

　

�

職
員
　
宮
﨑
麻
由
子
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　「
気
に
な
る
患

者
・
利
用
者
訪
問
」

で
、
外
来
で
は
聞
け

な
か
っ
た
生
活
実
態

が
把
握
で
き
た
り
、
介
護
申
請
に
繋
が
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
健
診
も
勧
め
た
。

　�

　

�

長
岡
京
支
部
　
小
森
悦
子
総
代

　
新
事
業
実
現
委
員

会
か
ら
理
事
会
に
答

申
書
が
提
出
さ
れ
た
。

長
岡
京
支
部
と
し
て

は
、
ス
タ
ー
ト
は
拠
点
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
を
足
掛
か
り
に
必
ず
事
業
開
設
へ
の
発

展
を
図
り
た
い
。

　�

　

田
中
と
み
子
専
務
理
事
よ
り
、
理
事
会

を
代
表
し
て
答
弁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
長
よ
り
、
採
択
に
入
る
旨
提
案
が
あ

り
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
８
号
議
案
の
採

択
が
行
わ
れ
、
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。第

６
号
議
案
の
「
役
員
選
挙
」
を
行
う

に
あ
た
り
、
理
事
及
び
監
事
と
も
定
数
通

り
の
立
候
補
者
で
あ
り
、
信
任
投
票
と
な

り
、
全
員
が
信
任
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
に
な
っ
た
香
山
義
輝
前
理
事
よ
り

退
任
す
る
役
員
を
代
表
し
て
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
糸
井
文
子
新
理
事
よ
り
、
組

合
員
へ
の
ア
ピ
ー
ル
（
案
）「
危
険
な
安

倍
９
条
改
憲
案
を
止
め
る
、
大
き
な
世
論

の
う
ね
り
を
巻
き
起
こ
そ
う
！
」
が
読
み

上
げ
ら
れ
、
議
場
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

昨
年
総
代
会
以
降
に
入
職
し
た
、
山
西

卓
所
長
と
岸
秋
子
看
護
師
が
挨
拶
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

全
議
案
の
審
議
を
終
了
し
た
こ
と
を
議

長
が
宣
言
し
議
長
団
を
解
任
し
、
佐
藤
卓

利
新
理
事
長
よ
り
「『
土
地
建
物
取
得
問

題
』
に
決
着
を
つ
け
て
、
新
た
な
前
進
に

向
け
て
の
出
発
点
が
築
か
れ
た
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思
い
、
ま
た
安
堵
し
て
お
り

ま
す
。
理
事
長
と
し
て
は
、
組
合
員
さ
ん

に
直
接
お
会
い
し
て
、
お
話
し
を
聞
き
、

み
な
さ
ん
の
乙
訓
医
療
生
協
へ
の
期
待
を

一
緒
に
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
所
長
の
山
西
医
師

を
は
じ
め
職
員
の
み

な
さ
ん
が
、
気
持
ち

よ
く
働
き
そ
の
専
門

性
を
一
層
発
揮
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
職
場
環
境
の
改
善
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
の
閉
会
挨
拶
を

も
っ
て
「
第
40
回
通
常
総
代
会
」
は
閉
会

し
ま
し
た
。

第
40
回
通
常
総
代
会

2
0
1
9
年
６
月
16
日　

医
誠
会
診
療
所
ホ
ー
ル

総
代
・

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
発
言

（
紙
面
の
関
係
で
発
言
要
旨
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

）

乙訓医療生協
2019年度
スローガン

●�

組
合
員
の
く
ら
し
・
健
康
・
い
の
ち
を

み
ん
な
で
支
え
合
う
―
協
同
が
息
づ
く

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
！

●�

事
業
を
通
じ
た
社
会
貢
献
を
ひ
ろ
げ
、

最
期
ま
で
安
心
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
拡

大
し
よ
う
！
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�

５
向
支
部
　
山
本
祥
治
総
代

　
自
治
会
で
向
日
市

出
前
講
座
に
取
り
組

み
18
年
に
な
る
。
市

民
の
要
望
も
聞
い
て

く
れ
る
場
で
も
あ
り
、
行
政
と
の
関
係
づ

く
り
と
位
置
付
け
て
大
い
に
広
げ
よ
う
。

　�

　

�

西
京
支
部
　
幸
　
陶
一
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
蔡
先
生
の
お
墓
に

は
花
が
絶
え
な
い
。

蔡
先
生
の
医
誠
会
を

作
っ
た
理
念
を
思
い

出
し
な
が
ら
山
西
先
生
の
着
任
を
喜
ん
で

い
る
。
こ
の
組
織
を
気
持
ち
を
皆
さ
ん
の

心
に
育
て
て
ほ
し
い
。

　�

　

�

６
向
支
部
　
川
上
洋
子
総
代

　
今
期
、
理
事
の
立

候
補
者
を
６
向
か
ら

出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
理
事
会

に
は
期
待
し
て
い
る
の
で
、
見
守
っ
て
い

き
た
い
。

　�

　

�

理
事
会
か
ら
の
答
弁
概
要

　
議
案
の
中
の
数
字
や
表
記
の
誤
り
に
つ

い
て
は
修
正
す
る
。

　
第
５
号
議
案
の
表
題
を
中
身
が
よ
り
理

解
で
き
る
よ
う
に
東
総
代
の
提
案
通
り
、

「
第
38
回
臨
時
総
代
会
で
決
定
し
た
損
害

賠
償
金
額
変
更
の
件
」
に
修
正
す
る
。
意

見
と
し
て
出
さ
れ
た
「
解
決
案
」
の
資
料

配
布
に
つ
い
て
は
応
じ
ら
れ
な
い
が
、
主

要
な
内
容
は
、
①
第
37
回
通
常
総
代
会

の
「
反
対
・
保
留
が
多
数
」
と
な
っ
た
こ

と
の
扱
い
、
②
土
地
建
物
取
得
に
関
わ
る

経
過
と
経
緯
調
査
委
員
会
や
諮
問
委
員
会
、

支
部
・
総
代
説
明
会
で
の
説
明
書
の
事
実

認
識
、
③
役
員
の
善
管
注
意
義
務
違
反
と

役
員
の
責
任
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
④

個
々
の
賠
償
額
に
つ
い
て
な
ど
の
問
題
を
、

相
互
理
解
を
深
め
、
話
合
い
で
解
決
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
支
え
あ
い
の
会
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

は
必
ず
理
事
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
た

い
。

　
長
岡
京
で
の
事
業
展
開
は
、
よ
う
や
く

新
所
長
を
迎
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
。
引
き
続

き
医
師
の
確
保
な
ど
す
す
め
て
い
き
、
事

業
展
開
を
展
望
し
た
い
。

　
一
人
暮
ら
し
は
さ
み
し
い
、
人
と
繋
が

っ
て
い
た
い
の
思
い
は
多
く
の
組
合
員
の

声
で
あ
り
、
我
々
の
活
動
の
求
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
た
ま
り
場
作
り
な

ど
大
い
に
広
げ
て
い
こ
う
。

�

監
事
会
か
ら
の
答
弁
概
要

　
長
誠
一
郎
特
定
監
事
が
以
下
の
答
弁
を

行
い
ま
し
た
。

　
安
田
元
副
理
事
長
の
行
為
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
個
人
の
立
場
で
し
た
行
為
と

の
対
応
を
理
事
会
は
と
っ
て
き
た
。
監
事

と
し
て
は
、
そ
の
対
応
に
間
違
い
は
な
い

と
い
う
立
場
を
と
っ
て
き
た
の
で
監
査
の

対
象
に
は
し
て
来
な
か
っ
た
。

　
安
倍
首
相
は
、「
憲
法
９
条
に
自
衛

隊
を
明
記
す
る
こ
と
は
、
国
民
の
９
割

が
支
持
す
る
自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
す

る
だ
け
で
、
今
と
何
も
変
わ
ら
な
い
」

と
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
全
く
の
欺

瞞
で
す
。

　
現
在
日
本
の
自
衛
隊
は
安
保
法
制
に

よ
り
海
外
で
武
力
行
使
が
で
き
る
実
力

組
織
と
な
っ
て
お
り
、
憲
法
に
自
衛
隊

が
明
記
さ
れ
れ
ば
安
保
法
制
が
合
憲
化

さ
れ
、
武
力
行
使
が
全
面
発
動
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
９
条
２
項

が
死
文
化
さ
れ
、
日
本
が
米
国
と
と
も

に
普
通
に
戦
争
を
す
る
国
に
変
質
し
て

し
ま
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

日
本
社
会
を
根
本
的
に
変
え
て
し
ま
う

こ
と
で
あ
り
、
憲
法
が
保
障
し
て
い
る

自
由
や
人
権
を
も
脅
か
し
て
い
く
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
、
街
頭
で
も
駅
頭

で
も
、
商
店
街
や
路
地
裏
で
も
、
一
人

ひ
と
り
に
語
り
か
け
、
対
話
の
輪
を
広

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
引
き
続
き
「
安

倍
９
条
改
憲
NO
！
憲
法
を
生
か
す
全
国

統
一
署
名
」
に
す
べ
て
の
組
合
員
が
と

り
く
み
、
憲
法
改
正
を
許
さ
な
い
た
た

か
い
に
全
力
で
と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。

新
理
事
・
監
事
の
紹
介
︵
敬
称
略
︶

役
　
名

氏
　
名

選
出
区

新
・
再

代
表
理
事
　
理
事
長

佐
藤
　
卓
利

全
体

再

副
理
事
長

山
西
　
卓

全
体

新

代
表
理
事
　
専
務
理
事
田
中
と
み
子

全
体

再

常
務
理
事

藤
田
　
育
男

全
体

再

常
務
理
事

福
井
　
眞
喜

全
体

再

常
務
理
事

米
重
　
恭
子

全
体

再

理
事

糸
井
　
文
子

大
山
崎
支
部

再

理
事

宇
城
　
　
隆

５
向
支
部

再

理
事

奥
原
　
恵
美

西
京
支
部

新

理
事

川
上
　
明
弘

向
陽
東
向
日
支
部

再

理
事

川
﨑
　
妙
子

長
岡
京
支
部

再

理
事

鈴
木
　
堂
司

３
向
支
部

新

理
事

高
梨
　
輝
子

全
体

再

理
事

田
代
　
　
博

全
体

再

理
事

広
瀬
　
美
砂

４
向
支
部

再

理
事

冨
家
　
禎
子

長
岡
京
支
部

再

理
事

村
井
　
知
実

２
向
支
部

再

理
事

山
中
　
繁

長
岡
京
支
部

新

監
事

塩
見
　
好
朗

再

監
事

長
　
誠
一
郎

再

監
事

西
島
　
秀
向

新

退
任
さ
れ
た
理
事
・
監
事
︵
敬
称
略
︶

理
事
長

津
田
　
光
夫

理
事

香
山
　
義
輝

理
事

三
好
　
英
明

監
事

髙
木
　
春
男

監
事

西
山
　
尚
幸

危
険
な
安
倍
９
条
改
憲
案
を
止
め
る
、

大
き
な
世
論
の

う
ね
り
を

巻
き
起
こ
そ
う
！

議
案
採
択
結
果

�

第
１
号
議
案�

　�

2
0
1
8
年
度
事
業
報
告
・
決
算
関
係
書
類
承
認
の
件

過
半
数
以
上
の
賛
成
に
よ
り
提
案
通
り
可
決
。

�

第
２
号
議
案�

　�

2
0
1
9
年
度
事
業
計
画
の
件

過
半
数
以
上
の
賛
成
に
よ
り
提
案
通
り
可
決
。

�

第
３
号
議
案�

　�

2
0
1
9
年
度
予
算
案
提
案
の
件

過
半
数
以
上
の
賛
成
に
よ
り
提
案
通
り
可
決
。

�

第
４
号
議
案�

　�

定
款
の
一
部
変
更
の
件

３
分
の
２
以
上
の
賛
成
に
よ
り
提
案
通
り
可
決
。

�

第
５
号
議
案�

　�

第
38
回
臨
時
総
代
会
で
決
定
し
た
損
害
賠
償
金
額
変
更
の
件

過
半
数
以
上
の
賛
成
に
よ
り
提
案
通
り
可
決
。

�

第
７
号
議
案�

　�

2
0
1
9
年
度
役
員
報
酬
限
度
額
決
定
の
件

過
半
数
以
上
の
賛
成
に
よ
り
提
案
通
り
可
決
。

�
第
８
号
議
案�

　�

2
0
1
9
年
度
借
入
金
限
度
額
決
定
の
件

過
半
数
以
上
の
賛
成
に
よ
り
提
案
通
り
可
決
。

�

第
９
号
議
案�
　�

議
案
決
議
効
力
発
生
の
件

過
半
数
以
上
の
賛
成
に
よ
り
提
案
通
り
可
決
。

特別アピール

2
0
1
9
年
6
月
16
日
　
乙
訓
医
療
生
活
協
同
組
合
　
第
40
回
通
常
総
代
会

₅ ₄青い空　2019年 9 月号 青い空　2019年 9 月号



理
事
会
だ
よ
り

年
１
度
の
健
診
受
診
で

　

安
心
・
安
全
の
１
年
を
！

　
日
本
人
の
死
因
の
約
６
割
は
、
が
ん
や

心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
で

す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
・

治
療
に
重
要
な
の
が「
特
定
健
診
」や「
が

ん
検
診
」
な
ど
の
定
期
的
な
受
診
で
す
。

生
活
習
慣
病
は
な
ぜ
こ
わ
い
？

　
生
活
習
慣
病
と
は
、
偏
っ
た
食
生
活
や

睡
眠
不
足
、
運
動
不
足
、
喫
煙
、
ス
ト
レ

ス
な
ど
の
積
み
重
ね
が
原
因
と
な
っ
て
発

症
す
る
、
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患

と
い
っ
た
病
気
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
日
本
人
の
死
因
の
半

数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
が
ん

は
30
年
以
上
連
続
で
日
本
人
の
死
因
の
第

１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し

た
健
診
で
す
。
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を

早
期
に
発
見
し
、
運
動
習
慣
や
食
生
活
、

喫
煙
と
い
っ
た
生
活
習
慣
を
見
直
す
た
め

の
「
特
定
保
健
指
導
」
を
行
う
こ
と
で
内

臓
脂
肪
を
減
少
さ
せ
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
・
改
善
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

が
ん
検
診
は
な
ぜ
大
事
？

　
遺
伝
に
よ
る
が
ん
の
発
症
は
ま
れ
で
、

む
し
ろ
、
食
生
活
や
飲
酒
、
喫
煙
、
睡
眠

と
い
っ
た
普
段
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
大
き

く
影
響
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
学

の
進
歩
に
よ
っ
て
、
一
部
の
が
ん
で
は
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
可
能
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
検
診
に
よ
っ
て
早
く
が
ん
が
見

つ
か
れ
ば
、
生
存
率
に
差
が
出
る
と
い
う

こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
で
き
れ
ば
、
完
治
の
可
能
性

が
高
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
治
療
に
要
す

る
費
用
や
時
間
な
ど
の
負
担
も
軽
く
な
る

た
め
、
が
ん
検
診
の
定
期
的
な
受
診
が
重

要
で
す
。

医
誠
会
診
療
所
で
受
付
中
で
す

　
乙
訓
２
市
１
町
で
は
７
月
１
日
～
10
月

７
月
理
事
会
報
告

　
新
し
い
理
事
長
と
副
理
事
長
の
下
、
あ

ら
た
め
て
乙
訓
医
療
生
協
の
事
業
内
容
の

学
び
直
し
を
理
事
会
と
し
て
行
う
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　
そ
の
第
一
段
と
し
て
、「
乙
訓
医
療
生

活
協
同
組
合
の
介
護
事
業
の
概
要
」
の
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
次
回
は
、「
医
療
事

業
の
状
況
と
課
題
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
経
営
委
員
会
で
中
長
期
経
営
計
画
策
定

の
作
業
が
進
み
始
め
ま
し
た
。
総
代
会
で

は
、
長
岡
京
の
拠
点
づ
く
り
も
今
年
度
の

課
題
と
し
て
お
り
、
長
岡
京
支
部
の
熱
い

思
い
を
受
け
止
め
つ
つ
、
一
方
で
シ
ビ
ア

に
冷
静
に
判
断
で
き
る
経
営
計
画
を
理
事

会
の
力
を
集
め
て
作
る
必
要
が
あ
る
と
の

議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
第
一
歩
と

し
て
８
月
31
日
に
理
事
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
同
時
進
行
で
、
長
岡
京
新
事
業
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
が
稼
働
し
て
お
り
、
物
件
情

報
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
理
事
会
と

し
て
は
、
高
額
な
投
資
は
、
経
営
計
画
と

の
関
係
で
現
時
点
で
は
慎
重
な
判
断
が
必

要
と
の
認
識
で
す
。

乙
訓
医
療
生
協

こ
れ
か
ら
の
予
定

●
９
月
１
日（
日
）10
時
～

に
こ
に
こ
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

●
９
月
中
下
旬

健
康
づ
く
り
講
座
「
尿
も
れ
に
つ

い
て
」

●
10
月
６
日（
日
）10
時
～

に
こ
に
こ
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

●
10
月
27
日（
日
）

地
域
ま
る
ご
と
健
康
ま
つ
り

●
10
月
30
日（
水
）

『
青
い
空
』
仕
分
け

　
お
詫
び 

　
前
回
２
０
０
号
で
、
組
合
員
さ
ん

の
年
齢
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
確
認
が
不
十
分
で
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
今
後
、
年
齢
記
載
の
際

に
は
、
ご
本
人
へ
の
確
認
を
徹
底
い

た
し
ま
す
。

　
今
月
号
の
青
い
空
の
料
理
み
ょ
う
が
寿

司
、
美
味
し
そ
う
で
ヘ
ル
シ
ー
だ
し
作
っ

て
み
ま
す
。

�

（
西
京
区
・
大
原
野
　
綱
井�

美
奈
子
）

❖

　
私
の
と
っ
て
お
き
健
康
法
の
記
事
は
参

考
に
な
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
、
私
も
続

け
て
い
ま
す
。

�

（
西
京
区
・
大
原
野
　
横
井�

由
美
）

❖

　
私
の
健
康
法
、
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
で

と
っ
て
お
き
で
す
ね
！

　
私
も
こ
れ
か
な
と
思
い
９
月
に
70
歳
に

な
り
ま
す
。
今
月
46
回
目
の
献
血
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
で
す
。
こ
こ

数
年
は
お
薬
を
飲
ま
な
く
て
い
い
よ
う
に

そ
れ
な
り
に
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
無

事
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
き
た
こ
と
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
次
の
目
標
は
⋮
。

�

（
向
日
市
・
上
植
野
町
　
川
那
辺�

朱
美
）

❖

　
い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
青
い
空
配
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
色
々
な
行
事
、
楽
し
み
で
す
。
今
月
、

健
康
づ
く
り
講
座
に
参
加
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

�

（
長
岡
京
市
・
長
岡
　
近
藤�

淳
子
）

❖

　
い
よ
い
よ
後
期
高
齢
者
で
す
。
か
ね
て

の
計
画
通
り
運
転
免
許
証
を
返
納
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
行
き
先
の
バ
ス
ル
ー

ト
と
時
刻
表
を
見
て
、
外
出
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
乙
訓
地
域
が
バ
ス
１

本
で
い
け
た
ら
い
い
の
に
と
思
い
ま
す
。

� （
長
岡
京
市
・
河
陽
が
丘
　
早
川�

美
智
子
）

❖

　
記
念
号
カ
ラ
ー
が
さ
す
が
爽
や
か
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
内
容
充
実
し
て
楽
し
く

拝
読
し
て
い
ま
す
。
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　
特
に
５
頁
の
清
原
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
で

編
集
水
準
の
高
さ
の
理
由
の
一
端
が
分
か

り
ま
し
た
。
協
会
紙
に
紹
介
さ
れ
る
の
も

当
然
で
す
ね
。
ご
苦
労
様
で
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
深
謝
。

�

（
向
日
市
・
寺
戸
町
　
菱
田�

葉
子
）

❖

　
母
の
認
知
症
の
診
断
か
ら
今
ま
で
、
津

田
光
夫
医
師
に
12
年
前
か
ら
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。
お
ろ
お
ろ
し
な
が
ら
仕
事

と
掛
け
持
ち
で
、
自
宅
で
の
介
護
に
限
界

を
感
じ
、
今
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
と
導

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
医
療
、
福
祉
が
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま

で
手
厚
く
さ
れ
る
社
会
に
な
る
よ
う
、
私

た
ち
も
日
々
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
母
は
90
歳
を
越
え
、
体
調
が
す
ぐ

れ
ず
心
配
で
す
。
診
療
内
容
や
制
度
利
用

に
し
た
が
っ
て
、
お
金
を
心
配
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
社
会
は
異
常
だ
と
日
々
感
じ

て
い
ま
す
。

�

（
西
京
区
・
大
原
野
　
Ｐ
Ｎ
栗
ば
あ
ば
）

❖

　
生
協
の
共
同
購
入
で
茗
荷
の
苗
を
何
年

か
前
に
庭
に
今
は
毎
日
の
ぞ
い
て
探
し
て

い
ま
す
。
店
の
様
に
き
れ
い
な
色
形
で
は

な
い
で
す
が
と
て
も
愛
お
し
い
で
す
。

�

（
西
京
区
・
大
原
野
　
松
村�

み
よ
子
）

❖

　
い
つ
も
『
青
い
空
』
で
＂
元
気
＂
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な

企
画
で
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。

�

（
西
京
区
・
大
原
野
　
寺
田�

恵
子
）

❖

　
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
終
活
に
あ
せ
り

を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、＂
と
っ
て
お
き
＂

の
山
本
さ
ん
の
記
事
に
自
分
の
思
い
を
重

ね
ま
し
た
。
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
大
山
崎
町
・
円
明
寺
　
木
ノ
下�

裕
子
）

特定健診 ＆
がん検診の受診を

事務部

31
日
が
特
定
健
診
受
診
期
間
で
す
。
皆
さ

ん
の
お
手
元
に
も
特
定
健
診
の
「
受
診

票
」
が
届
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
特
定
健
診
の
受
診
の
際
に
は
、
こ

の
受
診
票
と
健
康
保
険
証
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
健
康
診
断
を
受
け
る
日
ま
で
無
く

さ
な
い
よ
う
に
保
管
さ
れ
る
か
、
医
誠
会

診
療
所
の
受
付
窓
口
へ
お
預
け
く
だ
さ
い
。

実
施
日
ま
で
大
切
に
保
管
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
場

合
、
予
約
時
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
企
業
健
診
（
雇
入
れ
時
健
診
・
定
期
健

診
）
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
勤
め
の
方

や
事
業
主
の
方
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
分
自
身
は
も
ち
ろ
ん
の
事
で
す
が
、
身

近
に
お
ら
れ
る
大
切
な
方
の
た
め
に
も
、

１
年
に
１
回
、
健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

（18：00～20：00）

９月、10月　夜間診療
木曜・金曜に実施
ご予約いただければ、スム
ーズに対応させていただ
きます。

夜間特定健診
実施日拡大

₇ ₆青い空　2019年 9 月号 青い空　2019年 9 月号



ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

桜
の
径
七
夕
飾
り

 

向
陽
西
向
日
支
部

　
ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン
桜
の
径
で
７
月
４
日

（
木
）
13
時
30
分
よ
り
恒
例
の
七
夕
飾
り

を
医
誠
会
診
療
所
２
階
会
議
室
で
７
人
が

参
加
し
て
作
り
ま
し
た
。
診
療
所
の
入
口

に
祈
り
や
希
望
を
書
い
て
も
ら
う
よ
う
短

冊
を
置
い
て
い
ま
し
た
。
12
～
13
人
の
方

か
ら
寄
せ
ら
れ
、
参
加
者
で
作
っ
た
折
鶴

や
リ
ン
グ
繋
ぎ
な
ど
と
共
に
、
用
意
さ
れ

た
笹
２
本
に
飾
り
付
け
ま
し
た
。
思
い
も

寄
ら
な
い
出
来
栄
え
に
参
加
者
は
大
喜
び
。

し
て
、
午
後
１
時
半
か
ら
２
時
半
ま
で
無

料
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
健

康
づ
く
り
委
員
会
を
中
心
に
ス
タ
ッ
フ
は

総
勢
10
人
で
、
骨
密
度
、
体
組
成
、
血
圧

を
測
定
し
、
結
果
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

健
康
へ
の
関
心
や
意
識
の
高
い
方
が
多
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
行
列
で
す
。

　
医
誠
会
を
知
ら
な
い
方
に
は
事
業
や
活

動
を
P
R
し
、
特
定
健
診
の
受
診
も
訴
え

ま
し
た
。
ラ
イ
フ
シ
テ
ィ
で
は
久
し
ぶ
り

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
28
人
に
受
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
場
も
快
く
貸
し
て
い
た

だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
貸
し
て
い
た
だ
け
る

　
そ
の
後
、
医
誠
会
診
療
所
の
玄
関
に
２

本
の
笹
を
立
て
ま
し
た
。「
診
療
所
と
デ

イ
ケ
ア
の
利
用
者
や
通
り
す
が
り
の
人
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
な
」
と
、
お
菓
子
を
食

べ
な
が
ら
参
加
者
は
「
来
年
も
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

※
写
真
は
表
紙
に�

（
横
山
俊
野
）

転
倒
予
防
を
学
ぶ

 

健
康
づ
く
り
講
座

　
第
48
回
健
康
づ
く
り
講
座
が
７
月
22
日

14
時
か
ら
医
誠
会
２
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
医
誠
会
診
療
所
の
東ひ
が
し
と
よ
あ
き

豊
樹
作

業
療
法
士
に
よ
る
「
転
倒
予
防
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
あ
り
、
高
齢
者

を
中
心
に
39
人
の
参
加
で
盛
況
で
し
た
。

講
演
で
は
、
高
齢
者
が
転
倒
す
る
と
骨
折

し
や
す
く
、
寝
た
き
り
に
な
る
リ
ス
ク
が

高
い
た
め
、
そ
の
予
防
対
策
と
し
て
運
動
、

食
事
、
環
境
整
備
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
運
動
に
つ
い
て
は
自
宅
で

簡
単
に
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
写
真
を

使
っ
て
具
体
的
に
説
明
さ
れ
、
最
後
に
転

倒
せ
ず
に
健
康
に
生
き
て
い
く
た
め
に
は

◦
活
動
的
な
毎
日
を
送
る

◦
生
活
動
線
を
整
理
・
点
検
す
る

◦
老
い
と
上
手
に
付
き
合
う

の
三
点
の
ま
と
め
と
と
も
に
、
自
身
の
身

体
能
力
を
知
り
、
無
理
を
し
な
い
範
囲
で

少
し
ず
つ
運
動
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
呼
び
か
け
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。�

（
鈴
木
）

宿
題
も
で
き

仲
間
も
増
え
た
よ

�

夏
休
み
子
ど
も
の
ひ
ろ
ば

　「
夏
休
み
子
ど
も
の
ひ
ろ
ば
」
が
７
月

22
日
か
ら
26
日
ま
で
開
か
れ
、
一
日
20
人

の
子
ど
も
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。
宿
題
の

他
に
、
工
作
・
絵
・
読
み
書
か
せ
あ
り
で
、

最
後
の
日
は
カ
レ
ー
を
食
べ
る
取
り
組
み

で
し
た
。

　
参
観
さ
せ
て
も
ら
っ
た
日
は
、
黒
画
用

紙
に
ラ
ン
プ
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
周
囲

に
ホ
タ
ル
や
虫
を
と
ば
す
。
う
ま
く
ぬ
れ

な
か
っ
た
子
が
先
生
に
手
を
加
え
て
も
ら

う
と
、
ラ
ン
プ
が
光
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
た
り
、
ロ
ー
マ
字
の
サ
イ
ン
を
入
れ
る

と
と
て
も
よ
く
な
り
満
足
げ
で
し
た
。

　
宿
題
に
取
り
組
む
小
学
生
の
中
で
一
人

も
く
も
く
と
色
塗
り
を
し
て
い
る
年
中
さ

ん
が
け
な
げ
で
し
た
。
宿
題
も
で
き
仲
間

も
増
え
る
。
来
年
も
是
非
続
け
て
欲
し
い

取
り
組
み
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
ご

苦
労
様
で
し
た
。�

（
由
良
）

ラ
イ
フ
シ
テ
ィ
を
会
場
に

 

健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
８
月
６
日
（
火
）、
ラ
イ
フ
シ
テ
ィ
東

向
日
店
の
１
階
イ
ベ
ン
ト
広
場
を
お
借
り

熱心に聞き入る参加者

にぎやかに工作づくり

測定結果の説明と健康相談

医療生協のたまり場

　
乙
訓
医
療
生
協
長
岡
京
支
部
の
た
ま
り

場
と
し
て
2
0
1
8
年
５
月
に
発
足
し
た

「
光
子
の
へ
や
」
は
、
瀬
川
光
子
さ
ん
の

自
宅
を
開
放
し
て
の
サ
ロ
ン
で
す
。

　
長
岡
京
市
会
議
員
時
代
、
福
祉
や
介
護

分
野
に
力
を
注
が
れ
て
こ
ら
れ
た
瀬
川
さ

ん
の
よ
び
か
け
で
、
介
護
支
援
に
関
心
が

あ
る
地
域
の
人
た
ち
が
あ
つ
ま
っ
て
名
前

や
運
営
を
相
談
し
て
決
め
ま
し
た
。
毎
月
、

第
３
週
の
木
曜
日
に
開
催
し
ま
す
が
、
案

内
チ
ラ
シ
は
世
話
役
が
個
々
に
手
配
り
を

し
な
が
ら
参
加
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
世
話
役
は
男
性
１
人
、
女
性
５
人
で
都

合
の
つ
く
方
み
ん
な
で
手
分
け
し
て
行
い

長岡京支部 サロン「光子のへや」
［場　所］ 長岡京市神足３丁目16-26
［運　営］  世話役　男性１人 女性５人

月々によって都合がよい人がします
［活　動］  毎月　第３週目　木曜日

手作りの食事とおしゃべり・
うたや体操・ゲームなど

［参加費］ 参加費　300円
［問い合わせ］TEL.090-1899-5977（瀬川）

ま
す
。「
季
節
の
手
作
り
ラ
ン
チ
は
世
話

役
が
準
備
し
ま
す
が
、
食
材
の
現
物
差
し

入
れ
や
カ
ン
パ
も
有
っ
て
助
か
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
に
な
っ
て
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な

男
性
の
参
加
も
多
い
の
が
こ
の
サ
ロ
ン
の

特
徴
で
す
」
と
サ
ロ
ン
運
営
に
携
わ
る
秋

山
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
身
体
に
障
害
が
あ
る
方
や
高
齢
で
ひ
と

人
暮
ら
し
の
方
、
体
力
が
弱
っ
て
き
た
人

な
ど
歳
と
共
に
日
常
生
活
の
自
由
度
が
だ

ん
だ
ん
失
わ
れ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
社
会

の
弱
者
同
士
が
お
互
い
に
理
解
し
、
助
け

合
い
な
が
ら
の
食
事
と
お
し
ゃ
べ
り
の
サ

ロ
ン
は
み
な
さ
ん
元
気
を
も
ら
っ
て
帰
れ

る
た
ま
り
場
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
毎
回
20
人
あ
ま
り
の
参
加
で
す
が
、
取

材
の
７
月
は
サ
イ
パ
ン
で
戦
争
体
験
を
さ

れ
た
小
北
英
子
さ
ん
の
戦
争
体
験
談
と
い

う
こ
と
で
32
人
が
参
加
さ
れ
、
一
部
屋
で

は
入
り
き
れ
な
い
多
人
数
で
し
た
。
　
　

　
戦
争
は
国
と
国
と
の
争
い
で
す
が
、
そ

こ
に
は
人
と
人
と
の
殺
し
合
い
が
有
り
ま

す
。
自
分
た
ち
の
軍
が
国
民
を
人
と
し
て

扱
わ
な
い
実
態
の
体
験
談
、
今
で
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。

　「
光
子
の
へ
や
」
は
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
が
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。�

（
井
月
）

と
の
こ
と
。

　
今
後
も
他
会
場
を
お
借
り
し
た
り
、
他

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
ま
る
ご
と

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。�
（
水
野
）

第
１
回
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

学
習
会
開
か
れ
る

 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
７
月
13
日
（
土
）
13
時
30
分
か
ら
医
誠

会
診
療
所
２
階
ホ
ー
ル
で
に
こ
に
こ
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
実
行
委
員
会
と
支
え
あ
い
の

会
共
催
で
第
１
回
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
学
習

会
が
参
加
者
18
人
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
フ
ラ
ン
ス
発
祥
で

認
知
症
に
対
し
て
、
見
る
・
話
す
・
触
れ

る
の
技
術
を
使
い
症
状
の
改
善
、
そ
の
人

ら
し
い
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
で
す
。
今
回
は
約
２

時
間
の
D
V
D
に
よ
る
学
習
で
し
た
。
参

加
者
は
こ
の
技
法
の
効
果
に
納
得
、
自
分

も
出
来
る
か
も
と
の
感
想
も
。
第
２
回
は

９
月
14
日
（
土
）
13
時
30
分
か
ら
で
約
60

分
の
D
V
D
を
見
た
後
、
民
医
連
中
央
病

院
の
看
護
師
長
に
よ
る
講
演
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
第
１
回
に
参
加
で
き
な
か
っ
た

方
も
各
回
独
立
し
た
内
容
で
す
の
で
是
非

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。�

（
髙
木
）
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① ② A ③ ④

⑤ ⑥ 　 C

⑦ D

⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫ F

⑬ E ⑭ 　 B

①レタスは塩・サラダ油各少量入れた熱湯でさっ
とゆで、ざるにあげて湯を切る。
②鶏肉は塩をすり込み、酒をふる。耐熱皿にのせ
てラップをかけ、電子レンジ（600W）で３分加熱
する。あら熱がとれたら一口大のそぎ切りにする。
③レタス、鶏肉、ねぎ、しょうがの順に盛る。熱
したごま油、たれを順にかける。

1人あたり　エネルギー 204Kcal　塩分1.5g

宛 

先

〒617－0002　向日市寺戸町殿長37
乙訓医療生協「青い空」編集委員会　FAX：075－921－0667
メール：info@otokuni-hcoop.com

クロスワードパズル

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ F

の６文字でひとつの言葉を作ってく
ださい。答えをハガキ・FAX・メール
等で送ってください。正解者のうちか
ら抽選で５人の方に図書カード（500
円）をプレゼントします。住所、氏名
をお忘れなく。余白には『青い空』の感
想や意見など、何でも結構ですので書
いて送ってください。紙面の都合で一
部編集させていただく場合があります。
　締め切り　９月末日
　前回の答え「カキゴオリ」
　  当選者（森垣さん　綱井さん　
近藤さん　宮本さん　木ノ下さん）

茹でレタスと蒸し鶏の
中国風たれかけ

レタスは生ではもちろん、ゆでる、煮る、炒めるなど

いろいろな調理法で楽しむことができます。

過熱するとかさが減ってたっぷりと食べられます。

〈タテのカギ〉
①大気の圧力
②親分
③東京の代表的観光地。雷門、観音さま
④おきて、法律、大宝〇〇令
⑥新しいこと。家を壊して〇〇地にする
⑦ サケの仲間の淡水魚。1.5mにも達し幻の魚
と言われる
⑧人をやとうこと。非正規〇〇〇
⑩ 健診で気になる中性〇〇〇や悪玉コレステロール
⑪「激しい雨」を〇〇突く雨と言う
⑫人々に知られていない話
〈ヨコのカギ〉
① あることの実現を願いのぞむこと。〇〇〇的
観測
③梨の実のことを験をかついで、こう言う
⑤今日の次の日
⑥ 物事の状態を実際に調査し視察すること。核
〇〇〇
⑦ 米国に大量破壊兵器があるとデッチ上げられ
攻められた国
⑧鎌倉、奈良、京都
⑨ ２人で向きあって何かをする状態。〇〇で話しあう
⑪10%への増税反対です、〇〇〇〇税
⑬お百姓さん、〇〇夫
⑭日本古来の様式

レタス（大きくちぎる）
�� �200g

鶏胸肉�� �150g
塩�� �少量
酒�� �小さじ1
ねぎ（斜め薄切り）
�� �30g（1/3本）

しょうが（せん切り）
�� �1かけ
＊たれ（混ぜる）
　　豆板醤�� �小さじ1/3
　　しょう油�� �小さじ2
　　酢�� �小さじ1
ごま油�� �小さじ2

材
料
（
２
人
分
）

の

医
療
生
協 サークル
の

明日まるサークル

紹介
介
護
課
が
行
っ
て
い
る
「
高
齢
者
健
康
指

導
員
養
成
講
座
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心

が
あ
り
、
４
日
間
の
講
習
と
実
習
教
室
を

　
７
月
10
日

（
木
）、
向
日
市

物
集
女
公
民
館

に
て
地
域
住
民

の
健
康
づ
く
り

と
し
て
「
明
日

ま
る
サ
ー
ク

ル
」
の
は
じ
め

て
の
集
い
に
、

16
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
向
日
市
高
齢

受
講
で
き
る
人
）」
に
２
向
支
部
運
営
委

員
４
人
が
受
講
し
、
修
了
し
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
結
成
さ
れ
た
健
康
づ
く
り
の
サ

ー
ク
ル
で
す
。

　
地
域
住
民
み
ん
な
が
助
け
合
っ
て
明
日

も
元
気
に
暮
ら
し
て
い
け
ま
す
よ
う
に
と

の
願
い
を
こ
め
て
「
明
日
ま
る
」
と
名
付

け
ま
し
た
。

　
代
表
の
三
宅
さ
ん
は
「
４
人
で
担
当
や

運
営
な
ど
を
相
談
し
て
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
高
齢
者
も
若
い
人
も
男
女
を
問
わ
ず

誰
で
も
気
楽
に
参
加
で
き
る
健
康
づ
く
り

の
場
と
し
て
、
み
な
さ
ん
が
家
か
ら
一
歩

外
に
出
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
」

と
話
さ
れ
ま
す
。

　
室
内
で
椅
子
に
座
っ
て
す
る
や
さ
し
い

ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ
、
医
療
生
協
「
脳

い
き
い
き
教
室
」
の
脳
ト
レ
な
ど
も
取
り

入
れ
な
が
ら
み
ん
な
で
元
気
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。�

（
井
月
）

安
心
し
て
送
迎
車
に

乗
っ
て
も
ら
い
た
い

職員プロフィール

デイケア送迎

地海 多己男さん

　
今
年
３
月
に
、
長
年
勤
め
て
き
た
婦
人

服
地
の
会
社
を
退
職
。
の
ん
び
り
し
よ
う

と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
声
が
か
か
り
、
６

月
末
か
ら
デ
イ
ケ
ア
の
送
迎
運
転
手
と
し

て
、週
に
４
回
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
ま
す
。

　「
長
年
向
日
市
に
住
ん
で
い
る
け
ど
、

こ
ん
な
に
道
路
が
酷
い
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」
と
、
道
の
狭
さ
に
加
え
て
路
面
に
起

伏
が
あ
る
の
で
、
送
迎
の
際
に
は
と
に
か

く
利
用
者
さ
ん
の
乗
り
心
地
が
い
い
よ
う

に
、
気
を
付
け
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
道
順
だ
け
で
は
な
く
、
地
名
も
覚
え
る

必
要
が
あ
り
、
健
康
づ
く
り
で
取
り
組
ん

で
い
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
下
見
も
兼

ね
て
歩
い
て
い
ま
す
。

　
一
カ
月
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
ま
だ
あ
れ

こ
れ
よ
く
わ
か
ら
な
い
状
態
で
す
が
、
今

の
目
標
は
「
少
し
で
も
早
く
利
用
者
さ
ん

の
お
顔
と
お
名
前
を
覚
え
て
、
安
心
し
て

送
迎
車
に
乗
っ
て
も
ら
い
た
い
」
こ
と
だ

そ
う
で
す
。�

（
多
田
）

明日まるサークル

例会　��毎月�第２木曜日�
（祝日を除く）

　　　午後１時30分
� ～３時
場所　向日市物集女公民館
費用　無料
問い合わせ� TEL.921-0667

チュー
リップ

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
可
愛
い
花
だ
け
ど
、

こ
の
頃
の
暖
か
さ
で
長
い
葉
っ
ぱ
の
時
代

を
経
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
咲
い
て
散
っ

て
し
ま
う
。
も
う
庭
に
も
植
え
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
庭
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
花
が
咲
く
こ
ろ
に
な
る
と
ち
ょ
っ
と
花

び
ら
の
中
を
覗
い
て
し
ま
う
。

　
70
歳
を
過
ぎ
て
恥
ず
か
し
い
け
ど
、
や

っ
ぱ
り
探
し
て
し
ま
う
。

　
親
指
姫
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。

石
の
花

　
私
は
こ
の
ロ
シ
ア
の
物
語
が
好
き
で
、

子
ど
も
達
に
も
よ
く
話
し
て
聞
か
せ
た
。

　
中
学
校
の
教
師
を
し
て
い
た
時
２
度
人

形
劇
に
し
て
子
供
た
ち
と
共
に
取
り
組
ん

だ
。

　
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
雪
の
女
王
と
よ
く
似

た
物
語
で
、
女
の
子
の
情
熱
と
愛
が
、
男

の
子
に
生
き
る
喜
び
を
取
り
戻
さ
せ
る
と

い
う
ロ
マ
ン
ス
に
満
ち
た
お
話
で
す
。

　
小
さ
い
頃
は
ロ
マ
ン
ス
に
ば
か
り
心
が

動
い
た
け
れ
ど
大
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、

主
人
公
の
「
石
に
命
を
吹
き
込
み
た
い
」
と
、

と
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
石
と
格
闘
す
る
男

の
子
に
共
感
す
る
こ
と
が
お
お
く
な
っ
た
。

　
日
常
と
非
日
常
。
理
想
と
現
実
。
童
話

で
あ
り
な
が
ら
以
外
に
奥
の
深
い
「
石
の

花
」
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
一

押
し
の
品
で
す
。
映
画
も
あ
り
ま
す
。
手

に
入
っ
た
ら
見
て
み
た
い
映
画
で
す
。

思
い

出
の

宇
野 

洋
子
さ
ん

パステル画と
　エッセイ　

最終回

石
の
花

チュー
リップ
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サ
ー
ク
ル
活
動
後

の
お
茶
席
で
の
雑
談
。

「
こ
の
ご
ろ
見
た
い
テ

レ
ビ
番
組
が
減
っ
た
」「
タ
レ
ン
ト
や

有
識
者
と
い
わ
れ
る
人
が
ひ
な
壇
に

座
っ
て
あ
り
き
た
り
の
コ
メ
ン
ト
と

食
べ
る
こ
と
ば
っ
か
り
。
嫌
い
な
人

が
出
て
い
る
番
組
は
す
ぐ
消
す
ね

ん
」
と
。

　
吉
本
興
業
社
長
が
「
言
う
こ
と
を

聞
か
な
け
れ
ば
全
員
ク
ビ
」。
ジ
ャ

ニ
ー
ズ
事
務
所
が
元
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
メ
ン

バ
ー
を
テ
レ
ビ
出
演
さ
せ
な
い
よ
う

に
圧
力
を
か
け
た
と
公
正
取
引
委
員

会
か
ら
注
意
な
ど
、
一
部
の
権
力
者

の
都
合
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ
番
組
が
構

成
さ
れ
る
よ
う
で
は
芸
人
も
の
び
の

び
と
演
技
で
き
な
い
し
、
見
る
側
も

面
白
く
な
い
。

　
吉
本
新
喜
劇
に
安
倍
首
相
が
出
演

し
て
政
権
と
芸
能
界
と
の
か
か
わ
り

に
も
驚
い
た
。

　
も
と
も
と
日
本
人
の
お
笑
い
の
原

点
は
、
権
力
風
刺
な
ど
弱
者
が
権
力

者
の
言
動
を
笑
い
で
批
判
す
る
も
の
。

権
力
者
に
お
も
ね
る
よ
う
で
は
お
笑

い
に
な
ら
な
い
。�

（
井
月
）

編
集

雑
感

星野 泰
やすゆき

亨さん（71）
５向支部

お
店
は
情
報
発
信
基
地

教
師
か
ら
素
敵
な
転
身

　
昭
和
22
年
、
中
京
区
J
R
二
条
駅
近
く

の
生
ま
れ
。
お
父
さ
ん
は
友
禅
職
人
で
星

野
さ
ん
も
職
人
に
な
る
つ
も
り
で
伏
見
工

業
高
校
へ
進
み
ま
す
。
仏
具
屋
さ
ん
に
就

職
し
腕
を
磨
き
ま
し
た
。
母
校
か
ら
「
技

術
指
導
を
」
の
声
が
か
か
り
、
こ
れ
を
機

に
教
師
へ
の
道
を
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
38
年
間
伏
工
一
筋
、
担
任
、
主
任
そ
し

て
野
球
部
の
部
長
を
務
め
「
伏
工
の
生
き

字
引
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
。

　
若
い
こ
ろ
は
無
口
、
我
が
ま
ま
な
性
格

も
教
師
と
な
れ
ば
そ
う
も
い
か
ず
、
先
ず

「
笑
顔
の
練
習
か
ら
始
め
た
」
そ
う
で
す
。

生
徒
の
就
職
先
の
企
業
主
さ
ん
と
会
う
機

会
が
増
え
、
実
社
会
の
姿
か
ら
「
雑
用
の

大
切
さ
」
を
学
ん
だ
と
言
い
ま
す
。

　
61
歳
の
定
年
で
延
長
す
る
道
を
断
り
こ

れ
か
ら
の
生
き
方
を
考
え
よ
う
と
決
心
、

奥
さ
ま
と
も
相
談
、
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢

か
ら
何
事
も
自
分
で
決
め
て
や
れ
る
か
ら

と
喫
茶
店
を
。
今
年
10
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
店
の
名
は
「
響き
ょ
う

屋や

」
さ
ん
。
お
互
い

が
響
き
合
え
る
よ
う
な
店
に
し
た
い
の
気

持
ち
か
ら
で
し
た
。

　
お
客
さ
ん
の
声
は
「
コ
ー
ヒ
ー
も
お
い

し
い
け
れ
ど
マ
ス
タ
ー
の
人
柄
の
良
さ
、

博
識
で
い
つ
も
に
こ
に
こ
親
切
な
と
こ

ろ
」「
わ
た
し
好
み
の
濃
さ
の
コ
ー
ヒ
ー

を
い
れ
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
い
」
と
。
店

内
は
市
内
の
サ
ー
ク
ル
で
の
絵
手
紙
や
写

真
。
バ
ッ
グ
や
小
物
入
れ
な
ど
の
趣
味
の

手
づ
く
り
作
品
が
壁
や
棚
や

カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
。
市
の
社

会
福
祉
協
議
会
の
紹
介
も
あ

り
障
が
い
者
施
設
作
業
所
の

作
品
を
展
示
販
売
も
し
て
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。「
認
知
症

に
な
っ
て
も
こ
の
地
で
普
通

に
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
」

は
マ
ス
タ
ー
が
大
き
な
力
を

い
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
す
。

毎
週
木
曜
日
午
後
は
「
ふ
れ

あ
い
カ
フ
ェ
」
を
。
こ
の
趣

旨
に
賛
同
し
て
ラ
ン
ニ
ン
グ

し
な
が
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

す
る
「
R
ら
んU
N
伴と

も

」
の
休
憩
地
点
に
も
。

「
出
前
喫
茶
」
は
老
人
施
設
を
訪
問
、
目

の
前
で
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
て
店
の
雰
囲
気

を
実
演
、
み
な
さ
ん
大
喜
び
で
す
。

　
店
の
近
辺
や
府
道
ま
で
ゴ
ミ
拾
い
を
始

め
て
４
年
、
不
審
者
と
間
違
わ
れ
な
い
よ

う
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
挨
拶
と

笑
顔
を
。
幼
稚
園
児
も
「
喫
茶
店
の
お
っ

ち
ゃ
ん
」
と
手
を
振
っ
て
く
れ
ま
す
。
今

や
す
っ
か
り
「
地
域
の
情
報
発
信
基
地
」

で
す
。「
公
的
機
関
に
で
き
な
い
こ
と
を

掬
い
上
げ
る
何
か
が
で
き
な
い
か
な
。
後

も
う
10
年
、
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
」。
笑
顔
が
若
々
し
い
。

�

（
清
原
）

こんな場合にはご連絡ください ＊  転居した、電話番号を変更した、同居家族が変わった時
＊  組合員証を紛失してしまった時　＊退会される時
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